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建築概要
●所在地
　東京都港区港南5-7-1
●敷地面積
　2,443.71㎡
●建築面積
　2,176.05㎡	
●延床面積
　4,237.54㎡
●構造
　地上3階	鉄骨鉄筋コンクリート造
●完成
　平成11年3月
●事業開始
　平成11年4月
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回収したびんを、コンテナごとリフ
ターで、2階の選別ラインに搬送し
ます。

2階に搬送されたコンテナをコンテ
ナ反転装置で反転し、中のびんをコ
ンベアに載せます。

手作業で、ごみやキャップを取り除
きます。ビールびんなど、洗浄し繰
り返し使えるリターナブルびんもこ
こで選別します。

2階から落下させることで、びんは砕
かれ、カレットと呼ばれる状態になり
ます。

手作業で、無色、茶色、その他の
色に選別し、１階の貯留庫に落と
します。
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化
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縮
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し

設
せ つ

です

手作業でごみや異物を取り除き、お
おまかに選別された資源プラスチッ
クを中間処理設備に投入します。

破袋機（はたいき）で袋を破き、手作
業でさらに細かくごみや異物を取り
除きます。

目の粗いコンベヤでできた残さ選別
機で、電池やライターなど小さく重
たい異物を落下させ取り除きます。

ごみや異物を取り除いた資源プラス
チックを圧縮梱包機に投入します。

圧縮・梱包したプラスチック（ベール）
が設備から排出されます。

中
ちゅう

間
か ん

処
し ょ

理
り

後
ご

の資
し

源
げ ん

手作業でごみや異物を取り除き、缶を中間
処理設備に投入します。

磁選機（じせんき）で、アルミ缶とスチール
缶に分けます。

アルミ缶とスチール缶をそれぞれ圧縮・成形したものが、
設備から排出されます。

回収したペットボトルを、フォークリフトで中
間処理設備に投入します。

手作業で、ごみや異物、キャップ、ラベルを
細かく取り除きます。

キャップ取外し装置で、ペットボトル
本体についているキャップを外しま
す。 圧縮し、バンドで縛った状態で、設備からペットボトルが

排出されます。
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縮
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縮
しゅく

・成
せい

形
けい

します。

ごみや異
い

物
ぶつ

、キャップ、
ラベルなどを取

と

り除
のぞ

い
たうえで、圧

あっ

縮
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力
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ペットボトル

処
しょ
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能
のう

力
りょく

 ： 6.4ｔ/日
にち

洗浄機により高水圧のシャワーを使っ
て、びん・缶回収コンテナを洗浄します。

びん・缶回収コンテナ洗浄機

資源プラスチック設備では、
リチウムイオン電池やライ
ターなどの混入により発
火した場合、モニターや熱、
煙感知器により検知し、作
業員による初期消火に取組
んでいます。

〈大きさ〉	 1m×1m×1m	
〈重さ〉	 約280㎏

〈大きさ〉	 アルミ缶	 40㎝×40㎝×7.6㎝
	 スチール缶	 40㎝×40㎝×11㎝
〈重さ〉	 アルミ缶	 約４．３㎏
	 スチール缶	 約１２．５㎏

〈大きさ〉	 60㎝×40㎝×30㎝
〈重さ〉	 約17㎏（1.5ℓボトルで約300本）
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ぶ
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無色、茶色、その他
色の3種のびんカ
レット、リターナブ
ルびんに選別
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